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鹿追中学校だより ３月号(令和７年 ３月２４日発行) 

【学校教育目標】 

自主創造 優厳考動 質実剛健 

 令和６年度も、３月１４日に行われた卒業式と、本日の修了式をもって無事に終えることができ

ました。これもひとえに、保護者・地域の皆様の支えがあってこそと、この場をお借りして心より

感謝とお礼を申し上げます。卒業証書授与式では、社会・世間の入り口に立ち、一歩を踏み出そう

としている卒業生に、夕張市にある妙法寺の副住職、泉水寛道（せんすい かんどう）さんのこと

ばを３点お伝えしました。 

今までは、テストの点が悪くても、さぼろうとも、ズルしようとも、怠けようとも、勉強しなくて

も、腹いっぱいご飯を食べることができたでしょう。それは、お父さんお母さんのおかげなのです。

でもこの先は違います。ズルするやつ、サボるやつ、怠けるやつ、勉強しないやつは、人から信頼さ

れません。信用されません。そんなやつに仕事を任せたくないのです。だから仕事がもらえない、

給料がもらえない、お金がなくなる。だから好きなものを、好きなだけ、好きなときに、食ったり飲

んだりできないんだ。この先、高校とかを卒業したら、「もう勉強はしなくていいや」って思ってい

る人はいるかもしれないけれども、確かに数学とか理科とかはやらないけど、それでも

だから今日帰ったら皆さんはお父さんお母さんと腹いっぱい飯食ってください。その

お腹いっぱい食べられるご飯は、お父さんお母さんが社会から、世間から信用されているっていう

証です。感謝しながら、ありがとうって言いながら今日はご飯をいっぱい食べてください。皆さん

はまだ１５歳ですから、世間・社会に出ると、自分の力では何ともできない絶望的なことが起こる

んですよ。がんばったって「やばい、どうしよう」ってことが必ずある。ですが、

自ら命を断たないでください。「もうダメだって」思った

って、必ず何とかなりますよ。問題は体がないと解決できないのです。苦しいからといって命を絶

ってしまったら、もう解決できない。この体があれば何とかできるのです。だから弱くてもいいか

ら、生きるという選択をしてもらいたい。強くならなくたっていいんですよ。強くなるとね、人っ

てね、変わるの。例えば筋トレしてムキムキになったら、相手のパンチが効かなくなるように、心

を強くしようとして、心が強くなると、痛みに鈍感になるんですよ。自分の心の痛みに鈍感になる

と、他人の痛みもわかんなくなって「おれ強いんじゃないか」って、錯覚をおこす。自分が強いと思

った人間は、他人を傷つけようとするんだよ。つまりは、弱さを失うと人は優しさも同時に失うっ

てこと。強くならなくていいからまずは、生きる、弱くても生きるって言う選択をしてもらいたい。 

最後に、皆さんが１５歳の大人だからこそ、してほしいことです。それは「自立」です。「自立」

自分で立つと書きます。「自分で責任もってやれ」「自分でちゃんと生きていけ」「自分で何でもで

きるようになれ」っていうことじゃないんです。それは「孤立」なんです。1 人では生きていけな

い。じゃ自立ってなんだろうか。自立っていうのは、

大人になるってことなのです。 

鹿追には、お父さん、お母さんがいるし、心配や応援している先生がいるし、あったかい地域の

方々がいます。だから、どうしようもなく「辛い」「やばい」と思ったら、「助けて」って、家族に、

学校の先生に、お隣さんに、「助けて」って頼っていいと思っています。強く生きろなんて言いませ

ん。それは逃げるとか、挫折をするって意味じゃなくて、

 

晴れの門出に、世間の辛いところをお伝えしてしまいましたが、それでも世間社会は面白いです

よ。私は世間社会が大好きです。そして自分は大人でよかったなぁって思っています。だからそう

いえる大人になりましょうよ。「中学時代が 1 番良かった」「中学生活に戻りたい」なんて言って

いる大人ってかっこ悪くないですか？ 確かに楽しかったかもしれない。けれど、大人になったら

「大人っていいぞ」と言えるカッコイイ大人になってください。 

鹿中で学んだ皆さんでしたら、きっとそういうカッコイイ大人になってくれると信じています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

最新の情報はコチラ（鹿追町幼小中高一貫教育サイト） 
 
または https://shikaoi.ed.jp/  または QR コードから 
 
※ＩＢ通信のバックナンバーをご覧いただくことができます。 
※町内各校の行事等の様子もご覧いただくことができます。 

 

 ３月１４日、４２名の卒業生たちが、厳粛な中にも温

かな雰囲気に包まれて、無事に卒業証書を授与されまし

た。 これからはそれぞれの道へと分かれ、活躍される

ことと信じて、在校生・職員一同応援しています！ 

 

  

 この春の人事異動で、４名の職員が

退職・転出します。保護者・地域のみ

なさまに大変お世話になりました。 

 

‼



（令和６年１２月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ４日 学級編制発表（10:00） 

～７日 年度始休業 

 ８日 着任式・始業式 

第７９回入学式 

 ９日 移動図書（13:10） 

１２日 第１回授業参観日（２校時） 

ＰＴＡ総会（10:45） 

１４日 振替休業日 

１５日 全国学力・学習状況調査（理科・生徒質問紙・３年） 

１７日 全国学力・学習状況調査（国語、数学・３年） 

１９日 全十勝春季大会（サッカー・～２６日） 

２１日 スクールカウンセラー来校日（午後） 

２３日～修学旅行（東京方面・～２５日） 

移動図書（13:10） 

２９日 全十勝春季大会（剣道） 
 
※年間行事予定表とあわせてご確認下さい。 

方はどうだったか？」など、振り返り→

修正を重ね、成長のための糧としてほしい

ものです。 

【職員・学校の対応について】 
・今の時代メンタルが弱い子は沢山います。特に気になる子に対してはもう少し気を

つけて接して頂けたらなぁと思いました。 
・成績の付け方について疑問に思うことがあります。登校してる子としてない子の基

準などあるのか。学校に行かなくても良いのか？という事を子ども達が疑問に思っ
てる子がいると思います。 

・親密に子ども達と関わってくれており大変良かったのですが、ご自身と職員間の問
題を子どもに吐露しているという話しを聞きました。 

 
 
 
 

【国際バカロレア（ＩＢ）について】 
 ・先生方がとても頑張ってくださっているのはわかるのですが、本当に鹿追の中学生

に必要なのか疑問に思います。全く理解できないわけではないですが、この大事な
中学生の時期ではないような。 

 ・素晴らしいものだということは理解しているのですが、突然始まり、子どもがつい
ていけていないようにも感じられます。就寝時間もどんどん遅くなり疲れている様
子も見られています。真面目に取り組もうとする子ほど生活に支障が出てきている
ように感じられ、親としてどのように声がけをしようか悩んでいるところです。ま
た、導入の結果、成績や基礎学力の低下につながらないか心配しています。 

 
 
 
 
【その他のご要望】 
 ・進路だよりも学校だよりのようにマチコミで流してくれるとありがたいです！ 
 ・学級通信などをあまり受け取ることがないため、マチコミでも閲覧できると良い。 
 ・技術の参観がしたかったです。 
 ・マチコミで学校の様子をもっと伝えてほしい。 

生徒たちの健全な成長を第一に、適切な指導を行うべく職員一同研鑽に努めます。 

過度な負担が生じないよう配慮し、安心して学べる環境づくりに努めます。 

マチコミや町一貫教育ホームページの活用など、一層の情報発信に努めます。 


